
龍ケ崎は鎌倉時代に下河辺氏が最初にまちづくりを行

い、戦国時代は土岐氏、江戸時代は伊達氏へと引き継が

れた歴史があります。しかし、それを物語る歴史的建造

物や城跡などの史跡の多くが失われています。このこと

は過去の龍ケ崎市民が龍ケ崎の歴史を置き去りにしたか

らだと思います。失われたものは仕方ありません。今

残っているものだけでも次世代に繋ぎたい。そのために

も、龍ケ崎を歴史によるまちづくりで盛り上げたいと考

えます。 

龍ケ崎まちづくり・つなぐネットに登録 

当会は市の制度、龍ケ崎まちづくり・つなぐネットに

「旧竹内農場西洋館ほか若柴宿や市街地の歴史的建造物

を含む歴史散歩の案内」をする団体として登録させてい

ただきました。 

歴史散歩の案内は、歴史によるまちづくりを考える第

一歩で、将来は、旧竹内農場西洋館や筑波庵など龍ケ崎

に残る歴史的建造物を、国の制度の「歴史まちづくり

法」適用を提唱し、大きな枠組みでの保存活用を視野に

入れた活動を考えております。 

赤レンガ西洋館ほか女化歴史探訪 

龍ケ崎まちづくり・つなぐネットを活用した第一例目

として、2020年10月29日（木）に開催の八原まちづく

り協議会主催「赤レンガ西洋館ほか女化歴史探訪」の案

内をする団体として協力しました。 

参加者は協力団体である当会及び市民活動センタース

タッフを含め30名。NPOの代表前田が案内役を務め、女

化神社、女化稲荷奥の院、登録有形文化財旧岡田小学校

女化分校、竹内農場赤レンガ西洋館、明治天皇駐蹕之碑

記念公園と、龍ケ崎市と牛久市に跨る女化地区を資料片

手に3時間ほど楽しく見て回りました。 

女化神社では、この一角が龍ケ崎市馴馬町で飛び地で

ある由縁や狐伝説について、旧岡田小学校女化分校は女

化開拓民の心のよりどころであったこと、竹内農場赤レ

ンガ西洋館では普段入ることの出来ない建物内部も見

学、東京駅と同じ上敷免製レンガ（渋沢栄一が設立発起

人の日本煉瓦製造製）で作られていることや、竹内明太

郎（コマツ創業者）という偉大な実業家が龍ケ崎に関係

していたことなど詳しく説明しました。 

前田享史 

  発 行 人  

お問合せ  

  Eメール   

第5号  
発行日2021年2月20日 

龍ケ崎を歴史で盛り上げよう！！ 

ハウジングアンドコミュニティ財団
主催「住まいとコミュニティづくり
活動セミナー」にZOOM出演 

2020年8月29日(土)ハウジングアンドコミュニティ財団

主催「住まいとコミュニティづくり活動助成事業成果発

表会＆まちづくりNPO交流の集い」にZOOMにて参加

し、1年間の冊子制作活動及び今後の課題と計画を８分間

に纏めお話ししました。これで今回の助成事業に関連し

たイベントの総てが終わったと思っていたら、一か月

後、財団からのメールで、新年度の助成応募に向けて開

催の「住まいとコミュニティづくり活動セミナー」を開

催するので、昨年度の活動例として20分間のスピーチを

依頼されました。もちろんお受けしましたが、開催間近

に届いたチラシをみてびっくり。2019年度の21助成団体

を代表してスピーチすることになったのです。この助成

金は受かることが難しいと言われているなかで、さらに

こうしたセミナーに代表してスピーチする事は大変光栄

に思いました。 

そして、セミナーは11月25日、時節柄ZOOMで開催さ

れました。その第一部「私たちは助成事業をこう活用し

た・・・」。当会のテーマは、「 地域の宝、竹内農場西

洋館の保存に向けた冊子の作成活動」で、次のことをお

話ししました。 

竹内農場西洋館や竹内明太郎について、そして昨年1年

間の冊子作成活動について。また、今後の抱負やこの助

成金による効果についてたくさんの事をお話しする事が

出来ました。 

今回の助成事業の成功により、当会は資金面だけでな

く、人脈、ネットワーク、ステータス といった大きなも

のを得ることが出来ました。 

ハウジングアンドコミュニティ財団様有難うございま

した。 

前田享史 

1 

ＮＰＯ法人龍ケ崎の価値ある建造物を 

保存する市民の会      代表  前田享史 

080-6637-1950  

info@tatemono-hozon.net  
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西
洋
館
冊
子
６
千
部
刊
行
と
そ

の
反
響
に
つ
い
て 

ハ
ウ
ジ
ン
グ
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
の
助

成
事
業
と
し
て
制
作
し
て
い
た
「
竹
内
明
太
郎

が
残
し
た
も
の
～
龍
ケ
崎
の
赤
レ
ン
ガ
西
洋

館
」
が
完
成
し
、令
和
２
年
３
月
30
日
に
発
行

し
ま
し
た
。
市
内
の
歴
史
民
俗
資
料
館
、市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等

の
公
共
施
設
や
牛
久
市
の
各
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、市
内
外
の
喫
茶
店
、市
外
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、観
光
協
会
な
ど
計
49
か
所
に
配
布
し
ま

し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、読
ん
だ
方
々
に
は
「
冊
子
の

装
丁
が
素
晴
ら
し
い
。
プ
ロ
の
仕
事
の
よ
う

だ
。
」
「
分
か
り
や
す
い
文
章
な
の
で
、大
変
読
み

や
す
い
」
な
ど
好
評
で
、あ
ち
こ
ち
か
ら
補
充
の

依
頼
が
あ
り
、す
で
に
約
5
千
部
が
配
布
さ
れ

ま
し
た
。
残
り
は
保
存
し
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開

催
時
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。 

冊
子
を
読
ん
だ
方
々
か
ら
の
反
響
の
数
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

「 

大
変
読
み
応
え
の
あ
る
内
容
で
す
ね
。
写
真

や
図
面
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、し
か
も
美
し

い
仕
上
が
り
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
」 

「 

竹
内
明
太
郎
の
こ
と
を
知
り
、鳥
肌
が
立
ち

ま
し
た
。
渋
沢
栄
一
の
よ
う
な
方
だ
っ
た
の
で

す
ね
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
に
で
も
竹
内
明
太
郎
を

取
り
上
げ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
」 

「
と
て
も
分
か
り
や
す
い
文
章
で
竹
内
綱
と

松
戸
・岩
瀬
自
治
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

て
西
洋
館
の
竹
内
明
太
郎
を
語
る 

12
月
5
日
㈯
18
時
か
ら
松
戸
の
岩
瀬
自
治

会
館
に
て
、
「
竹
内
明
太
郎
を
知
る
～
龍
ケ

崎
の
赤
レ
ン
ガ
西
洋
館
か
ら
」
と
題
し
て
前

田
理
事
長
が
講
演
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
全

体
で
15
名
で
し
た
。 

は
じ
め
に
、
島
村
副
理
事
長
が
龍
ケ
崎
市
と

松
戸
市
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
話
し
、
藪
の

中
の
西
洋
館
と
現
在
の
西
洋
館
と
の
対
比
を

市
民
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
じ
え
て
紹
介
し

ま
し
た
。 

次
に
前
田
理
事
長
に
よ
る
講
演
が
約
1
時

間
あ
り
ま
し
た
。
平
成
3
年
に
藪
を
か
き
分

け
て
初
め
て
西
洋
館
内
部
に
入
っ
た
時
は
正

に
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
。
私
の
秘
密
基
地
の
如
く

感
じ
ら
れ
、
ま
る
で
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の

よ
う
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
竹
内
農
場
の
目
的

は
茨
城
無
煙
炭
鉱
へ
の
食
糧
供
給
で
あ
っ
た

と
書
き
ま
し
た
が
、
ほ
ん
と
う
の
と
こ
ろ
は

ま
だ
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
（
今

明
太
郎
の
功
績
に
感
動
し
ま
し
た
。
飛
鳥
山

公
園
を
手
掛
け
た
長
岡
安
平
や
日
産
自
動
車

の
前
身
で
あ
る
ダ
ッ
ト
サ
ン
に
明
太
郎
が
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
息
子
に
教
え
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
昔
の
実
業
家
は
全
財

産
を
投
入
し
て
、
市
民
の
た
め
に
な
る
こ
と

を
優
先
す
る
と
い
う
人
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
」 

「
竹
内
明
太
郎
氏
の
存
在
は
、
こ
の
資
料
で

初
め
て
知
り
、
事
業
家
の
生
き
方
、
考
え
方

の
一
旦
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

武
士
の
精
神
を
根
底
に
、
明
治
維
新
に
お
け

る
西
洋
化
の
流
れ
を
大
正
期
に
至
る
ま
で
、

私
財
を
投
じ
て
見
事
に
事
業
化
、
実
践
し
た

素
晴
ら
し
い
人
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
意
気

揚
々
と
事
業
に
邁
進
し
た
こ
と
は
、
さ
ぞ
か

し
人
生
を
謳
歌
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
震

災
、
経
済
恐
慌
、
敗
戦
を
経
て
も
、
な
お
小

松
製
作
所
、
早
稲
田
大
学
、
高
知
工
業
高
校

等
は
現
存
し
て
い
る
遺
産
も
あ
れ
ば
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
取
り
組
ん
だ
廃
墟
化
し
た
建
造
物
等
の

遺
産
も
各
所
に
存
在
す
る
。
何
よ
り
も
、
師

の
精
神
が
直
接
、
間
接
に
か
か
わ
っ
た
人
々

の
心
に
脈
々
と
流
れ
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
！
で
き
れ
ば
、
長
岡
安
平
師
設
計
の

庭
園
が
設
計
ど
お
り
造
成
さ
れ
て
、
公
園
と

か
庭
園
と
し
て
現
存
し
て
い
れ
ば
最
高
で
し

た
ね
。
」 

「
私
は
竹
内
明
太
郎
と
い
う
方
を
知
ら
ず
、

そ
ん
な
方
が
日
本
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い

た
の
だ
と
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
倒

産
で
、
そ
う
し
た
偉
業
が
引
き
継
が
れ
な

後
、
改
訂
版
発
行
ま
で
に
は
明
ら
か
に
な
る

か
も
・
・
・
）
竹
内
明
太
郎
の
人
間
性
に
惚

れ
た
話
と
し
て
は
炭
鉱
夫
へ
の
礼
儀
正
し
さ

や
手
厚
い
待
遇
を
例
に
挙
げ
て
説
明
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
は
時
間
的
に
余
裕
が
あ
る
の

で
、
ゆ
っ
た
り
と
明
太
郎
へ
の
愛
情
た
っ
ぷ

り
に
話
し
て
い
ま
し
た
。 

質
問
応
答
で
は
、
今
、
話
題
の
渋
沢
栄
一
と

の
接
点
は
あ
っ
た
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

父
の
竹
内
綱
が
日
本
統
治
前
の
朝
鮮
・
京
釜

鉄
道
の
発
起
人
と
し
て
渋
沢
と
と
も
に
名
を

連
ね
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
龍
ケ
崎
に
ゴ
ル
フ
に
来
る
ご
主
人
が
牛

久
市
に
あ
る
「
み
ず
ほ
の
村
市
場
」
で
お
土

産
に
買
っ
て
く
る
『
女
化
太
巻
き
』
が
女
化

に
ち
な
ん
で
油
揚
げ
が
具
材
に
入
っ
て
い
て

大
変
美
味
し
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

我
々
、
地
元
の
人
間
も
知

ら
な
い
こ
と
な
の
で
、

び
っ
く
り
。
調
べ
て
み
る

と
２
年
前
に
で
き
た
人
気

商
品
だ
そ
う
で
す
。 

 

岩
瀬
自
治
会
の
鈴
木
前

会
長
か
ら
は
「
二
人
の
情

熱
が
凄
い
。
冊
子
の
調
査

が
行
き
届
い
て
い
る
。
」

と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
松
戸
市
内

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ

オ
・
ポ
ア
ロ
か
ら
前
田
理

事
長
に
出
演
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

島
村
宏
之 

か
っ
た
の
で
す
ね
。
残
念
な
こ
と
で
す
。
で

も
、
皆
さ
ん
の
お
働
き
で
、
ま
ず
、
地
元
か

ら
そ
の
存
在
が
再
評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
龍
ケ
崎
の
赤
レ
ン
ガ

西
洋
館
の
歴
史
や
見
事
さ
に
、
各
地
に
宝
が

眠
っ
て
い
る
も
の
だ
と
感
心
い
た
し
ま
し

た
。
渋
沢
栄
一
の
レ
ン
ガ
を
使
い
、
庭
は
長

岡
安
平
・
・
・
・
そ
れ
だ
け
で
も
見
て
み
た

く
な
り
ま
す
。
」 

島
村
宏
之 
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比
較
住
宅
都
市
研
究
会
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
共
催
に
よ
り
開
催  

 
 
 
 

比
較
住
宅
都
市
研
究
会
主
宰 

 
 

 

海
老
塚
良
吉  

12
月
18
日
（
金
）
午
後
1
時
半
か
ら
龍
ヶ

崎
市
の
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
て
、
歴
史
的
町
並
み
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
ー
蔵
の
ま
ち
川
越
の
経
験
か

ら
に
つ
い
て
、
荒
牧
澄
多
氏
（
N

P

O

法
人

川
越
蔵
の
会
理
事
、
N

P

O

法
人
全
国
町
並

み
保
存
連
盟
常
任
理
事
、
元
川
越
市
職
員
）

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
要
旨
：

川
越
は
蔵
造
り
の
町
並
み
を
活
か
し
た
観
光

で
成
功
し
た
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
望
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
か
？ 

1

9

7

0

年
代
、
蔵
造
り
の
町
並

み
を
擁
す
る
一
番
街
商
店
街
で
は
、
デ
パ
ー

ト
や
銀
行
の
移
転
に
伴
い
、
寂
れ
行
く
一
方

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
町
並
み
の
歴
史

的
価
値
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
を
中
心
に
広

く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
保
存
か
商
売
か
。
そ

の
中
か
ら
、
歴
史
的
資
産
を
活
か
し
た
商
店

街
再
生
へ
と
歩
み
出
し
て
い
く
。
そ
の
結

果
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
文
化
財
と
し
て
守
ら
れ
る
と
と
も

に
、
多
く
の
観
光
客
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
町
の
軌
跡
と
課
題
を
紹
介
し
、
龍

ケ
崎
市
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
か

議
論
す
る
。 

「
私
は
、
1

9

5

6

年
川
越
市
生
ま
れ
。

1

9

7

9

年
東
京
都
立
大
学
（
歴
史
）
卒

業
、
81
年
同
大
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
同

年
川
越
市
役
所
入
庁
。
在
職
中
は
、
公
共
建

築
の
設
計
・
監
理
の
ほ
か
、
蔵
造
り
商
家
の

調
査
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
景
観

計
画
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
等
に
携

わ
る
。
博
物
館
で
は
、
蔵
造
り
の
町
並
み
模

型
の
設
計
の
ほ
か
、
第
44
回
企
画
展
「
蔵
・

倉
・
く
ら
ー
蔵
造
り
と
川
越
の
町
並
み
を
知

ろ
う
ー
」
を
担
当
。
N

P

O

法
人
川
越
蔵
の

会
、
N

P

O

法
人
全
国
町
並
み
保
存
連
盟
等

の
会
員
。 

川
越
市
の
人
口
は

35

万
人
、
川
越
祭
り

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
熟
成
す
る
の
に
有
効

で
、
90
万
人
が
集
ま
る
。
川
越
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
外
国
人
が
1
、
2
時
間
観
光
す
る
。

旧
城
下
町
が
伝
建
地
区
と
な
っ
て
い
る
が
本

川
越
駅
か
ら
1
㎞
離
れ
て
い
る
。
川
越
駅
周

辺
が
現
在
の
商
店
街
と
し
て
繁
栄
し
て
い

る
。
明
治
26
年
の
大
火
で
中
心
商
店
街
の
6

割
が
消
失
。
蔵
造
り
の
町
並
み
が
成
立
。
71

年
に
大
沢
家
住
宅
が
重
要
文
化
財
指
定
、
こ

の
家
は
当
時
は
ボ
ロ
ボ
ロ
な
店
で
看
板
な
ど

に
覆
わ
れ
て
い
た
。
75
年
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
制
度
に
指
定
さ
れ
る
と
く
ぎ
さ
え

打
て
な
く
な
る
と
商
店
主
は
指
定
に
反
対
す

る
。
81
年
蔵
造
り
商
家
が
、
市
の
指
定
文
化

財
（
住
宅
系
の
み
25
件
）
、
83
年
川
越
蔵
の

会
発
足
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
、
北
部
商
店
街
活
性
化
に
よ
る
景
観
保

存
、
86
年
一
番
街
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
、
87

年
一
番
街
商
店
街
町
並
み
委
員
会
、
川
越
町

並
み
委
員
会
、
4
自
治
会
、
商
店
街
、
構
成

は
住
民
、
専
門
家
、
行
政
。
町
づ
く
り
規

範
、
89
年
景
観
条
例
、
92
年
一
番
街
電
線
の

地
中
化
、
行
政
に
よ
る
都
市
計
画
変
更
案
が

提
示
さ
れ
た
が
白
紙
撤
回
。
93
年
十
カ
町
会

発
足
、
多
数
の
蔵
の
会
会
員
が
委
員
と
な

る
。
住
民
自
身
に
よ
る
合
意
形
成
、
98
年
伝

建
地
区
保
存
条
例
、
地
元
の
建
築
事
務
所
が

取
り
組
む
。
2

0

0

1

年
、
明
治
43
年
に
建

築
の
川
越
織
物
市
場
が
解
体
さ
れ
、
中
高
層

建
築
の
予
定
、
市
民
の
反
対
運
動
、
市
が
土

地
建
物
を
購
入
す
る
。
旧
鏡
山
酒
造
も
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
設
予
定
で
あ
っ
た
の
が
住
民
運

動
で
市
が
購
入
す
る
。 

後
藤
治
著
「
伝
統
を
今
の
形
に
」
に
川
越
と

土
浦
を
比
較
、
土
浦
の
大
徳
呉
服
店
、
野
村

砂
糖
店
な
ど
伝
統
的
建
築
物
群
が
あ
っ
た
が

訪
問
者
が
少
な
く
失
わ
れ
る
。
草
加
市
で
は

曳
家
を
し
て
残
し
た
民
家
が
使
わ
れ
て
い
な

い
。
越
谷
市
の
蔵
の
再
生
、
は
か
り
屋
は
取

り
壊
し
て
建
売
住
宅
と
な
る
予
定
だ
っ
た

が
、
再
生
し
よ
う
と
地
元
の
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
の
社
長
が
決
断
し
、
複
合
商
業
施
設
に

な
る
。
」 

質
疑
討
論
で
は
、
龍
ケ
崎
市
で
は
、
登
録
有

形
文
化
財
の
小
野
瀬
家
が
競
売
に
出
さ
れ
た

際
に
、
市
民
の
要
望
が
出
さ
れ
た
の
に
市
は

購
入
を
し
な
か
っ
た
、
歴
史
的
な
建
築
物
に

高
齢
者
が
居
住
し
て
い
た
り
、
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
が
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
、
川

越
で
は
市
が
建
物
を
購
入
し
て
も
利
用
が
十

分
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
民
間
所

有
の
ま
ま
で
若
者
が
活
用
し
て
い
る
空
き
店

舗
が
あ
る
、
川
越
祭
り
は
、
多
く
の
市
民
が

集
ま
り
、
街
へ
の
求
心
力
が
高
ま
る
、
戦

後
、
各
町
会
が
祭
り
に
加
わ
り
山
車
を
作
成

し
た
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の

は
伝
建
地
区
の
南
側
に
計
画
さ
れ
た
マ
ン

シ
ョ
ン
反
対
運
動
で
、
建
築
指
導
課
が
地
元

の
反
対
運
動
を
受
け
て
、
対
応
に
悩
ん
だ
、

松
戸
の
人
が
龍
ケ
崎
の
神
社
を
回
っ
て
彫
刻

の
見
事
な
こ
と
を
指
摘
し
て
く
れ
た
が
市
民

が
気
づ
い
て
い
な
い
、
歴
史
的
建
造
物
の
知

識
を
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
ま
で
つ
な
げ
る
必

要
が
あ
る
、
龍
ケ
崎
の
地
域
資
源
を
書
い
た

手
作
り
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
が
、
情
報

が
住
民
に
知
ら
れ
て
い
な
い
、
市
に
こ
れ
ら

の
情
報
を
伝
え
て
地
図
を
作
成
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
、
川
越
の
空
き
店
舗
活
用
は
若

者
が
8
人
で
取
り
組
み
を
1
年
間
続
け
て
、

一
人
の
若
者
が
頑
張
り
そ
の
後
も
利
用
を
続

け
て
い
る
ケ
ー
ル
が
あ
る
な
ど
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
参
加
者
21
名
） 



編集後記 

昨年の3月から世界中が新型コロナ渦に巻き込まれ龍

ケ崎市においても公共施設の閉館などがあり、当会は充

分な活動が出来ない状態となりました。 

そのような状況下、3月刊行の竹内農場西洋館竣工100

周年記念冊子「竹内明太郎が残したもの～龍ケ崎の赤レ

ンガ西洋館」6,000冊の無料配布は順調に作業が進み、

残り1,000冊となりました。今後のイベント等の配布用

に残すため、1部の公共施設を除き配布を終了させてい

ただきます。 

また、当誌「ほぞん通信」においても、編集会議がま

なならない状態で、1年ぶりの発行となりました。多岐

にわたる当会の活動に目を向けていただければありがた

いです。 

編集長 前田享史 

4 

高松商店石蔵資料展開催に向けて  

し、一時代を築き上げた。また、アンパン

の木村屋でお馴染みの木村家（龍ケ崎市川

原代）とも婚姻関係にあり、いかに当時商

売人同士の繋がりも強かったかが伺える。 

 しかしながら、昭和37年（1963）には

粗糖の輸入自由化などが行われた事もあ

り、次第に経営に陰りが見え始め、菓子店

経営やその他いくつかの商売に鞍替えしな

がら凌ぐも、残念ながら平成に入るころに

は店を完全に閉店したと聞いている。 

 1970年当時まだ沖縄返還前、高松商店

が実際にこの商品を龍ケ崎の店舗で販売し

ていたかは調べがついていない段階ではあ

るが、当時はパイナップルの輸入自由化前

夜という時代ではなかったかと推測される。 

高松商店がどのような商品を扱っていたかも、これか

ら調べてみたいところ。 

建屋は取り壊され更地にされたものの、非常に屈強な

大谷石の石蔵は取り壊す費用などもありそのまま土地片

隅に取り残された。 

現在この石蔵は普段は施錠され、特に二階は気軽に見

学出来ない状態ではあるが、開催時期は今のところ未定

で、高松家の資料を中心に、そのほか昭和の頃の龍ケ崎

市の商業の発展を支えた商家の資料を集め、展示会の開

催を目指している。 

田中加代 

龍ケ崎市内新町に、古い石蔵が遺さ

れているのをご存知でしょうか。 

昭和8年（1933）建造の築86年という

大谷石の石蔵がひっそりと、敷地の片

隅に佇んでいる。 

この石蔵は、この地で砂糖問屋を営

んできた高松商店の当主高松彰一郎氏

が建造した石蔵で、大谷石をふんだん

に取り入れて贅を尽くした石蔵となっ

ている。 

本来なら石蔵がある敷地には、隆盛

を誇った高松商店の建屋が遺されてい

るはずが、2011年3月11日、東日本大震

災で大きな被害を受け、危険が伴うと

いうことで残念ながら取り壊されている。 

尚、高松商店は2011年3月の段階で既に閉店してお

り、現在は龍ケ崎市商工会所有となっていて、NPO法人

竜ヶ崎駅前コムハウスがイベント等で活用している。 

この高松家の石蔵の二階を何とか活用しようというこ

とで2013年初夏のころから一時的に市民有志で二階部分

の清掃活動をはじめた。 

当時開かずの二階部分を開けたところ、高松家の教養

の高さを伺わせる様々な品物が発見された。 

中でもとりわけ珍しい部類に入るのではないかという

ものに大正元年（1912）9月発行の「時事新報」（福沢

諭吉創設の新聞社）原本が発見された事ではないだろう

か。 

明治天皇崩御に際し、当時時事新報社が明治天皇崩御

を悼み写真集を発刊した記事が掲載されている。 

市民有志での活動はほどなくして諸般の事情により終

了となったが、当会はその後2020年暮れ頃から、本格的

に市民の方々に向けて、これを含めた他に残されている

高松商店にまつわる品々を展示公開しようと、現在は企

画立案及び現地での状況確認など行っている。 

高松家は龍ケ崎市内でも大きな砂糖問屋として財を成
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